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株式会社ユーグレナ
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会社概要
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3

「人と地球を健康にする」のパーパスのもと、微細藻類を起点に、
ヘルスケア、バイオ燃料、アグリ等の領域で事業を展開

ユーグレナ・グループの事業

健康食品 化粧品

ヘルスケア事業

遺伝子解析 ソーシャルビジネス

バイオ燃料事業 その他事業

アグリ領域（肥料・飼料）
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4

世界初となる微細藻類ユーグレナの屋外大規模培養の成功が起点

*1：沖縄県石垣島（2005年当時の設備で、現在は違う設備を使用）

ユーグレナ社の歩み  - 原点と挑戦

創業後成長と挑戦

東京大学農学部発
の研究開発ベン
チャーとして創業
(2005)

世界で初めて

微細藻類ユーグレナ

の屋外大規模培養

に成功*1

（2005年12月）

ユーグレナ社の原点

社長の出雲が1998年に

バングラデシュを訪問
「栄養失調問題を解決したい」

という想いから創業
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5

微細藻類ユーグレナ  - 生物としての特徴とポテンシャル

畜産 養殖

バイオジェット燃料
バイオディーゼル燃料

撮影：青山学院大学 福岡伸一教授

⚫ 動物と植物の両方の特徴
⇒豊富な栄養素
⇒細胞壁を持たない

⚫ 希少成分パラミロン
（特異的なβグルカン）
⇒不溶性で、様々な機能性

⚫ 体内に油脂を生成

バイオマスの5F

重量単価

Food

（食料）

Feed

（飼料）

Fertilizer

（肥料）

Fuel

（燃料）

Fine Chemical

（高機能原料）

有機肥料

パラミロン 化粧品原料

有機培養土

食品
原料

健康
食品

パラミロン
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ユーグレナの現在地
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7

2024~2025年は「黒字体質への転換」を集中的に推進、
2026年は新たな成長に向けた挑戦に注力

新経営体制への移行から2年

To Be
目指す姿

原点回帰

バイオマスの5F

&
両利きの経営

黒字体質
への転換
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8

0

100

200

300

400

500

600

FY2023 FY2024 FY2025

ヘルスケア バイオ燃料 その他

売上高

504億円

+8%

ヘルスケアが成長牽引

過去最高の

売上高を達成

（億円）

500億円突破！



C
o

p
y
ri

g
h

t 
E
u

g
le

n
a
 C

o
., 

Lt
d

. 
A

ll
 r

ig
h

ts
 r

e
se

rv
e
d

.

9

5%

14%

0%

5%

10%

15%

20%

0

20

40

60

80

FY2023 FY2024 FY2025

調整後EBITDA（現金創出力）とマージン

• 事業の選択と集中
• 価格改定
• 広告投資の効率改善と最適化
• 原価率・変動費率の低減
• 希望退職の募集

69億円

売上増以上に

稼ぐ力が改善
22億円

（億円）

2年間で3倍！

グループ横断で
収益構造改善を

実施
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10

(40)

(20)

0

20

40

FY2023 FY2024 FY2025

営業利益は24年に黒字化達成、25年は1年で10倍の成長
今期、当期純利益の黒字化を目指す

黒字体質への転換

営業利益 当期純利益

(40)

(20)

0

20

40

FY2023 FY2024 FY2025

黒字化を目指す
31億円10倍

▲8億円

（億円） （億円）
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11*1:  合弁会社からの配当による税引前利益（資金調達費用を除く）ベース

バイオ燃料商業プラントの本格稼働により、2030年は飛躍的な収益成長を目指す

2030年度目標

FY2025

実績

…  FY2030

目標

アグリ等

バイオ燃料

ヘルスケア

1,000億円規模

100億円

300億円

600億円

売上高

FY2025

実績

…  FY2030

目標

全社

アグリ等

バイオ燃料

ヘルスケア

160億円相当

10億円

60億円*1

105億円

(15)億円

調整後E B I T DA

504億円

69億円
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ヘルスケア事業
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13

定期顧客数推移

25年に直販定期顧客数が反転。からだにユーグレナが成長をリード

多様なブランドポートフォリオ

FY2023 FY2024 FY2025

71万人71 70 からだにユーグレナ

CONCone akyrise epo

C COFFEE
ひざサポート
コラーゲン

ザ・ケール

コラリッチ

食
品

化
粧
品

ブランドポートフォリオ

反転
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14

FY2023 FY2024 FY2025 23/12 24/12 25/12

ユーグレナ商品の通販売上が2年で1.5倍、最盛期に迫る水準まで復活

*1: 9月期決算だった’20以前の数値は、暦年ベースで再集計した値

ユーグレナ通販の再成長

継続率の高い
基幹ブランド

ユーグレナ商品通販売上*1（単体）

1.5倍

出汁商品
が好調

からだにユーグレナ（健康食品）

定期顧客数の推移

+14%
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15

59種類の栄養素と機能性表示で、『毎日の健康』を支える

シニア世代向け商品

年齢とともに、
複数の健康課題を抱える時代

59種類の栄養素 機能性表示食品

睡眠の質*1

改善

起床時の疲労感

軽減

作業時の
一時的なストレス*2

緩和

お悩み 健康を支える商品群
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16

忙しいパパママの「時短×栄養」需要を解決。そっと日常に浸透

子育て世代向けお出汁のヒット

⚫共働き家庭の“時短×栄養”ニーズに刺さる内容

⚫料理シーンで再現性UP

⚫ママ目線の作り方への共感（火を使わない・冷凍ストック）

ヒットの理由

お客様の声

バレずに
鉄分補給

考えなくて
いい栄養

定期顧客数

1万人突破
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17

マルチ機能性素材としてのパラミロンの可能性を追求
「金のユーグレナ」の承継で「免疫機能の維持」機能性表示が追加、研究成果も大幅に拡充

機能性表示の拡充と原料展開の強化

両研究成果を融合し
マルチ機能性表示の

拡充を加速

血圧上昇

抑制

認知機能

ストレス

緩和

アトピー性

皮膚炎症状

の緩和

整腸作用

コレステ

ロールの

低下
インフルエン

ザウイルス感

染症状の緩和

免疫機能

の維持

疲労感の

軽減

睡眠の質

の改善

パラミロンの機能性表示素材としてのポテンシャル

自
由
摂
取

自
由
摂
取
＋
ユ
ー
グ
レ
ナ

自
由
摂
取
＋
パ
ラ
ミ
ロ
ン

絶
食

絶
食
＋
ユ
ー
グ
レ
ナ

絶
食
＋
パ
ラ
ミ
ロ
ン

撮影：青山学院大学
 福岡伸一教授

59種類の栄養素 パラミロン高含有

緑のユーグレナ 金のユーグレナ

希少成分パラミロン
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18

慢性腎臓病（CKD）は医療分野における重要課題の一つ
ユーグレナの独自成分パラミロンを活用

*1:  CKD診療ガイドライン2024

*2:  日本透析医学会年次統計調査（2024年末時点）
*3:  厚生労働省 第139回社会保障審議会医療保険部会「参考資料２」（2021年、 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15981.html）

疾患領域（慢性腎臓病）への挑戦

⚫ 日本のCKD患者は約2,000万人（成人5人

に1人）*1、うち透析患者は約33万人*2

⚫ 関連医療費は年1.6兆円*3 （医療費総額の

4%）以上

社会課題

過去の研究資産とパートナーシップを活かし実用化に挑戦

⚫ 腎疾患進行すると不可逆

⚫ 進行抑制と食事負担の軽減が重要

求められる対応

2030年代前半に

100億円超

規模を目指す
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19

アジア・米国で製品販売、OEM、展示会出展を推進

海外展開の本格化

フィリピン

韓国
米国

シンガポール

中国
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バイオ燃料事業
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21*1:  IATA「Sustainable Aviation Fuel Fact Sheet」およびICAO HPを基に当社作成

脱炭素とエネルギー安保を同時に満たす現実的な選択肢

バイオ燃料市場  - 脱炭素規制とエネルギー安保が需要を創出

⚫ 2025年より2%導入

⚫ 2030年には6%導入

⚫ 26年にGX-ETS始動

⚫ 2030年に10%導入

欧州

日本

SAFの混合義務化

2028年下期迄の稼働開始予定
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22

商業プラントへの15%出資%で、製造面の主要マイルストーンは達成済み。
約10万KL/年の取扱いに向けて、原料調達/生産面と販売面の体制構築に注力。

ビジネスモデル  - 商業化のイメージと今後のステップ

原料調達/生産 製造 販売1 2 3

国内ユーザー原料仕入

原料生産

原料供給

商業プラント@マレーシア

製品仕入

産業廃棄油等

微細藻類ユーグレナ等
のバイオマス

海外ユーザー/パートナー

当社出資比率は15%で確定、
取扱可能量は年間約10万KL

マレーシア 石垣島 横浜市鶴見

2030年までに技術確立、
2030年代前半に商業生産開始を目指す

製品輸入

製品販売

製造能力：年間約72.5万KL

稼働予定：2028年下期迄

SAF（バイオジェット燃料）
HVO（次世代バイオディーゼル燃料）
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23

*1:  約13億米ドルを150円/米ドルで換算
*2:  SAF、HVO、バイオナフサの製造量
*3:  バイオ燃料取扱量約10万KL/年相当、バイオ燃料価格@300円/L、本合弁会社の純利益率20%以上・配当性向100%（資金調達影響は加味せず）という前提条件のもと、
例示を目的として作成した当社独自のシミュレーション値。当社又はプロジェクトの正式な予測値・目標値ではなく、今後の事業進捗や市場動向により変動

バイオ燃料事業  - 商業プラントの建設

⚫ 製造能力：約72.5万KL/年相当*2

⚫ スケジュール：2028年下期迄の稼働開始予定マレーシアPETRONAS社
の敷地内に建設中

売上高（原料/製品トレーディング）

300億円/年規模

税引前利益（資金調達影響を除く）:

60億円/年以上 + トレーディング利益

取扱量

10万KL/年
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24注:  2018年10月~2024年1月まで稼働していた実証プラントで製造したSAF/HVOの供給、および2024年2月以降の輸入品の供給

電化が困難な液体燃料領域での需要が増加

バイオ燃料事業  - 国内のSAF/HVO供給事例

運輸・物流（バス・トラック、鉄道） 建設重機

船舶・商船 ボイラー（工場）

政府専用機

商業用ジェット機

航空自衛隊戦闘機

SAF HVO（次世代バイオディーゼル燃料）
供給実績

130件以上
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25

電化が困難な液体燃料領域において、サステオ51の本格導入も進展

バイオ燃料事業 -路線バスでのサステオ51導入

実運用での導入初事例（2026年4月～）

バイオ燃料混合比率：51%
導入台数：65台

使用量：1,000KL/年
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最後に
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27*1:  合弁会社からの配当による税引前利益（資金調達費用を除く）ベース

バイオ燃料商業プラントの本格稼働により、2030年は飛躍的な収益成長を目指す

2030年度目標

FY2025

実績

…  FY2030

目標

アグリ等

バイオ燃料

ヘルスケア

1,000億円規模

100億円

300億円

600億円

売上高

FY2025

実績

…  FY2030

目標

全社

アグリ等

バイオ燃料

ヘルスケア

160億円相当

10億円

60億円*1

105億円

(15)億円

調整後E B I T DA

504億円

69億円
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29

200

300

400

500

600

700

800

'24/1 '24/4 '24/7 '24/10 '25/1 '25/4 '25/7 '25/10 '26/1 '26/4 '26/7

（
円
）

7/10終値
345円

2025年は黒字転換・拡大で一時的に高騰したものの、大型株・
AI株への資金集中、ESG離れ等のマクロ要因が逆風

株価推移
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30

100株（1単元）から保有可能
長く応援いただくほど、お得にユーグレナ商品を楽しめる制度

株主優待制度

*1: 現制度は、2025年12月末現在の株主名簿に記載または記録された当社株式１単元（100株）以上を所有の株主の方々が対象となります

対象：100株以上保有の株主様*1

期間：毎年3月頃～11月末まで



31
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*1: 国立がん研究センター 多目的コホート研究（JPHC Study）（American Journal of Clinical Nutrition, 2019）

海藻と健康に関するエビデンスを基盤に、「藻活」の認知拡大・
社会実装を強化

BtoB -藻活で素材認知・市場の拡大

素材認知の拡大藻に関する研究 12社連携

で始動
海藻を「ほとんど毎日」

食べる女性の
虚血性心疾患の

発症リスク低下率*1

44%↓
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